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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「世界ハイブリッド証券ファンド

2014 ‒ 07（為替ヘッジあり／限定追加型）」
は、このたび、第 2期の決算を行ないまし
た。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

運用報告書（全体版）
（決算日　2015年 7 月28日）

第 2 期

世界ハイブリッド証券ファンド
2014‒07

（為替ヘッジあり／限定追加型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（ハイブリッド証券）

信 託 期 間 約 4年 5カ月間（2014年 7 月29日～2018年12月18日）

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして
運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

当ファンド

イ ．ケイマン籍の外国投資信託「ト
ライアングルⅡ ファンド－ワール
ド　フィナンシャル　キャピタル
セキュリティーズ　ファンド」（以
下「ワールド　フィナンシャル　
キャピタル　セキュリティーズ　
ファンド」といいます。）の受益証
券（円建）

ロ ．ダイワ・マネーアセット・マ
ザーファンドの受益証券

ダイワ・マネー
アセット・
マザーファンド

円建ての債券

当ファンド
の運用方法

①主として、ワールド　フィナンシャル　キャピタル　
セキュリティーズ　ファンドの受益証券への投資を通じ
て、世界の金融機関（関連会社等を含みます。）が発行す
るハイブリッド証券等に投資し、信託財産の着実な成長
と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
②当ファンドは、ワールド　フィナンシャル　キャピタ
ル　セキュリティーズ　ファンドとダイワ・マネーア
セット・マザーファンドに投資するファンド・オブ・
ファンズです。通常の状態で、ワールド　フィナンシャ
ル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンドへの投資
割合を高位に維持することを基本とします。
③ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリ
ティーズ　ファンドでは、為替変動リスクを低減するた
め、為替ヘッジを行ないます。

マザーファンド
の運用方法

円建資産への投資にあたっては、残存期間が 1年未満、
取得時においてＡ－ 2格相当以上の債券およびコマー
シャル・ペーパーに投資することを基本とします。

組 入 制 限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等とし、原則として、経費控除後の配当
等収益等を中心に分配することをめざします。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことが
あります。
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 設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額

公 社 債
組 入 比 率

投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額（ 分 配 落 ） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 % % % 百万円
1 期末（2015年 1 月28日） 9, 990 90 0. 8 0. 0 99. 5 2, 093 
2 期末（2015年 7 月28日） 9, 981 90 0. 8 0. 0 99. 4 2, 051 

（注 1）
（注 2）
（注 3）
（注 4）

基準価額の騰落率は分配金込み。
公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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■基準価額・騰落率
期　首：9, 990円　  
期　末：9, 981円（分配金90円）  
騰落率：0. 8%（分配金込み）   

■基準価額の主な変動要因
「トライアングルⅡ　ファンド－ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ
ファンド」（以下「ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンド」といい
ます。）の受益証券への投資を通じて、世界の金融機関（関連会社等を含む。）が発行するハイブリッ
ド証券等に投資した結果、主にハイブリッド証券からの利息収入が寄与し、基準価額は値上がりしま
した。

《運用経過》

 基準価額等の推移について
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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年　　月　　日
基　　準　　価　　額 公  社  債

組 入 比 率
投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰　落　率

円 % % %
（期 首）2015年 1 月28日 9, 990 ─ 0. 0 99. 5 

1 月末　 9, 992 0. 0 0. 0 99. 5 
2 月末　 10, 078 0. 9 0. 0 99. 6 
3 月末　 10, 097 1. 1 0. 0 99. 8 
4 月末　 10, 143 1. 5 0. 0 99. 8 
5 月末　 10, 140 1. 5 0. 0 100. 0 
6 月末　 10, 048 0. 6 0. 0 99. 9 

（期 末）2015年 7 月28日 10, 071 0. 8 0. 0 99. 4 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。  
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 投資環境について

○ハイブリッド証券市況
ハイブリッド証券市況は、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が国債購入を含む量的金融緩和を開始するな
ど、世界的な金融緩和を背景に主要国の金利が低下する中、期首から2015年 4 月中旬にかけて上昇基
調となりました。しかし 4月下旬以降は、世界的にディスインフレ懸念が後退し欧米の国債金利が大
幅に上昇するに伴い、利益確定の動きが広がりました。また 6月には、ギリシャの国際支援をめぐる
先行き不透明感や中国株の大幅下落などへの警戒感が強まったこともあり、ハイブリッド証券市況は
軟調な展開となりました。ただし 7月に入ると、ギリシャのユーロ圏離脱への懸念が後退したことな
どから、期末にかけて持ち直しの動きがみられました。

 前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
主として、ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンドへの投資割合を
高位に保つことによって、世界の金融機関（関連会社等を含む。）が発行するハイブリッド証券から
の収益を享受することをめざします。
○ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンド

バーゼルⅢで資本算入されない従来型ハイブリッド証券については、発行体の財務健全化に加え、
相対的に高い利回りを求める投資需要とコール（繰上償還）の進展による希少性の高まりといった需
給要因も引続き支援材料になるとみられます。当ファンドでは、現状の組入銘柄の保有を基本に、相
対価値比較の上で一部銘柄の入れ替え等も考慮に入れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
をめざして運用を行なう方針です。また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないま
す。
○ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定
的な運用を行ないます。
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 ポートフォリオについて

○当ファンド
当ファンドは、ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンドとダイワ・
マネーアセット・マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、期を通じてワールド
フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンドへの投資割合を高位に維持しました。
○ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンド

主として世界を代表する金融機関が発行する投資適格のハイブリッド証券を対象に、デフォルト
（債務不履行）リスクやコール延期リスクを避けて高いリターンが見込まれる証券への投資を行ない
ました。国・地域別では、フランスなど欧州の発行体を中心とするポートフォリオを維持しました。
また、為替変動リスクの低減を図るため、為替ヘッジを行ないました。
○ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定
的な運用を行ないました。

 ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
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 分配金について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は90円といたしました。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

《今後の運用方針》
○当ファンド

主として、ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンドへの投資割合を
高位に保つことによって、世界の金融機関（関連会社等を含む。）が発行するハイブリッド証券から
の収益を享受することをめざします。
○ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　ファンド

バーゼルⅢで資本算入されない従来型ハイブリッド証券については、発行体の財務健全化に加え、
相対的に高い利回りを求める投資需要とコールの進展による希少性の高まりといった需給要因も引続
き支援材料になるとみられます。当ファンドでは、現状の組入銘柄の保有を基本に、相対価値比較の
上で一部銘柄の入れ替え等も考慮に入れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運
用を行なう方針です。また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
○ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定
的な運用を行ないます。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項　　　　目 当期

（ａ）経費控除後の配当等収益 175. 82円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00
（ｃ）収益調整金  0. 00
（ｄ）分配準備積立金 95. 01
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 270. 84
（ｆ）分配金 90. 00
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 180. 84
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項　　　　目
当期

2015年 1 月29日
～2015年 7 月28日

当期分配金（税込み） （円） 90 
対基準価額比率 （％） 0. 89 
当期の収益 （円） 90 
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 180 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の

有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の
収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充
当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分
配金（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額
（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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項　　　目

当　　　期

項　　目　　の　　概　　要（2015. 1. 29～2015. 7. 28）

金　　額 比　　率

信託報酬  53円 0. 522％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は10, 089円です。

（投信会社）  （24）  （0. 241） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （27）  （0. 268） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （1）  （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─ 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  0   0. 004  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　 計  53   0. 526  
（注 1） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し

た結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額の
うち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

 1万口当りの費用の明細
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■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2015年 1 月29日から2015年 7 月28日まで）
買　　　付 売　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

478. 148 47, 449 713. 855 71, 066 

（注 1）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 2）金額は受渡し代金。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（2015年 1 月29日から2015年 7 月28日まで）
当                               期

買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　　数 金　　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　　数 金　　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円 

TII FUND-WORLD FINANCIAL 
CAPITAL SECURITIES FUND
（ケイマン諸島）

713. 855 71, 066 99 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

（3）期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支
払比率

　　 当期中における売買委託手数料の利害関係人への支
払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

■利害関係人との取引状況
（1）当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状況

当期中における利害関係人との取引はありません。

（2） ダイワ・マネーアセット・マザーファンドにおける
期中の利害関係人との取引状況

（2015年 1 月29日から2015年 7 月28日まで）
決　算　期 当　　　　　　　　期

区　　　　分 買付額等
A

うち利害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ 売付額等Ｃ
うち利害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 % 百万円 百万円 %
公社債 15, 999 1, 000 6. 3 ─ ─ ─ 
コール・ローン 550, 052 ─ ─ ─ ─ ─ 
（注）平均保有割合0. 0%
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

8



世界ハイブリッド証券ファンド2014‒07（為替ヘッジあり／限定追加型）

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 2, 080, 769, 531円

コール・ローン等 41, 284, 341  
投資信託受益証券（評価額） 2, 039, 484, 190  
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド（評価額） 1, 000  

（Ｂ）負債 29, 519, 314  
未払収益分配金 18, 495, 930  
未払信託報酬 10, 939, 319  
その他未払費用 84, 065  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 2, 051, 250, 217  
元本 2, 055, 103, 346  
次期繰越損益金 △  3, 853, 129  

（Ｄ）受益権総口数 2, 055, 103, 346口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 981円

＊ 期首における元本額は2, 095, 367, 991円、当期中における追加設定元本額は 0円、
同解約元本額は40, 264, 645円です。 

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 981円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は3, 853, 129円です。 
 

2015年 7 月28日現在

■損益の状況
当期　自2015年 1月29日　至2015年 7月28日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 47, 156, 978円

受取配当金 47, 154, 100  
受取利息 2, 878  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  19, 406, 397  
売買益 465, 604  
売買損 △  19, 872, 001  

（Ｃ）信託報酬等 △  11, 023, 384  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 16, 727, 197  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  199, 119  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  1, 885, 277  
（売買損益相当額） （△  1, 885, 277） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 14, 642, 801  
（Ｈ）収益分配金 △  18, 495, 930  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  3, 853, 129  
追加信託差損益金 △  1, 885, 277  
（売買損益相当額） （△  1, 885, 277） 
分配準備積立金 37, 165, 193  
繰越損益金 △  39, 133, 045  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は10ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表を参照。

（注 4） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：12, 266, 198円（未監査）

（2）親投資信託残高

種　 　類
期　　首 当　　期　　末
口　　　数 口　　　数 評　価　額

千口 千口 千円 
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 0 0 1 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2015年 7 月28日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
投資信託受益証券 2, 039, 484 98. 0 
ダイワ・マネーアセット・マザーファンド 1 0. 0 
コール・ローン等、その他 41, 284 2. 0 
投資信託財産総額 2, 080, 769 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 当期末における外貨建純資産 (14, 901, 262千円 ) の投資信託財産総額

(15, 430, 377千円 ) に対する比率は、96. 6%です。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン

ドの明細

フ　ァ　ン　ド　名
当　　期　　末

口　　数 評 価 額 比　　率
千口 千円 % 

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
TII FUND-WORLD FINANCIAL 
CAPITAL SECURITIES FUND

20, 642. 552 2, 039, 484 99. 4 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。
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世界ハイブリッド証券ファンド2014‒07（為替ヘッジあり／限定追加型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 36, 133, 594円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0
（ｃ）収益調整金  0
（ｄ）分配準備積立金 19, 527, 529
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 55, 661, 123
（ｆ）分配金 18, 495, 930
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 37, 165, 193
（ｈ）受益権総口数 2, 055, 103, 346口

《訂正のお知らせ》
　作成対象期間の末日が2015年 1 月28日の交付運用報告書および運用報告書（全体版）につきまして、「 1万口当りの費用の明細」の
表の「項目の概要」における次の記載にて下線部が不要でした。お詫び申し上げますとともに、下線部を除いてお読み替えください
ますようお願い申し上げます。

　「期中の平均基準価額（月末値の平均値）は9, 998円です。」

収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ
1 万 口 当 り 分 配 金 90円

● ＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、 7月28日現在の基準価額（ 1万口当り9, 981円）に基づいて自動的に再投資
いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択
することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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世界ハイブリッド証券ファンド2014‒07（為替ヘッジあり／限定追加型）

トライアングルⅡ　ファンド－ワールド　フィナンシャル　キャピタル　
セキュリティーズ　ファンド

　当ファンド（世界ハイブリッド証券ファンド2014‒07（為替ヘッジあり／限定追加型））の主要投資対象であるケイマ
ン籍の外国投資信託「トライアングルⅡ　ファンド－ワールド　フィナンシャル　キャピタル　セキュリティーズ　
ファンド」の受益証券（円建）の状況は次の通りです。
（注）2015年 7 月28日時点で入手しうる直近の決算期分を掲載しております。

貸借対照表
2014年12月31日現在

（日本円）
資産
現金及び現金同等物  301, 029, 426
未収利息 103, 403, 493
未収申込金 31, 700, 000
利益または損失を通じたフェアバリューで測定される金融資産 5, 215, 150, 162

資産合計 5, 651, 283, 081

負債
利益または損失を通じたフェアバリューで測定される金融負債 56, 949, 217
未払解約金  1, 500, 000
未払費用  10, 218, 692

負債合計 68, 667, 909

資本
資本金 5, 656, 228, 206
繰越損失 （73, 613, 034）

資本合計 5, 582, 615, 172

負債及び資本合計 5, 651, 283, 081
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世界ハイブリッド証券ファンド2014‒07（為替ヘッジあり／限定追加型）

損益計算書
2014年 5 月 1 日（ファンド設定日）～2014年12月31日

（日本円）
収益
受取利息  143, 287, 052
利益または損失を通じたフェアバリューで測定される

 （398, 660, 089）
金融資産及び負債の純実現損失
利益または損失を通じたフェアバリューで測定される

 330, 030, 869
金融資産及び負債の未実現利益の純変動額
為替差（損）益 （3, 315, 221）
収益合計  71, 342, 611

費用
運用報酬  10, 860, 719
保管費用  1, 037, 462
管理費用  5, 749, 792
事務代行費用  939, 602
監査費用  2, 517, 205
その他費用  20, 720
弁護士費用  89, 917
その他弁護士費用  207, 011
設立費用  2, 959, 011
費用合計  24, 381, 439

当期利益 46, 961, 172
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世界ハイブリッド証券ファンド2014‒07（為替ヘッジあり／限定追加型）

組入明細

通貨 銘柄名 利率（%） 次回コール日 市場価値　
（現地通貨）

EUR ABN AMRO BANK NV 4. 31 2016/3/10 1, 885, 205. 24
EUR BARCLAYS BANK PLC 4. 75 2020/3/15 2, 191, 063. 82
EUR BNP PARIBAS 4. 875 2015/10/17 557, 994. 01
EUR BPCE SA 6. 117 2017/10/30 2, 354, 729. 30
EUR DB CONT CAP TRUST IV 8 2018/5/15 1, 064, 422. 60
EUR ELM BV （SWISS LIFE） 5. 849 2017/4/12 1, 271, 824. 79
EUR NATIXIS 6. 307 2017/10/18 110, 012. 20
EUR SOCIETE GENERALE 6. 999 2017/12/19 556, 054. 64
EUR UBS AG JERSEY BRANCH 7. 152 2017/12/21 2, 081, 597. 38
GBP AMERICAN INTL GROUP 5. 75 2017/3/15 631, 102. 21
GBP AVIVA PLC 6. 125 2022/9/29 1, 400, 019. 86
GBP BNP PARIBAS 5. 954 2016/7/13 1, 110, 617. 51
GBP DANSKE BANK A/S 5. 375 2018/9/29 1, 666, 259. 94
GBP ING GROEP NV 5. 14 2016/3/17 627, 635. 76
GBP MUFG CAPITAL FIN 5 LTD 6. 299 2017/1/25 1, 197, 093. 59
USD ALLIANZ SE 5. 5 2018/9/26 1, 703, 743. 52
USD CREDIT AGRICOLE SA 8. 375 2019/10/13 3, 743, 244. 07
USD CREDIT AGRICOLE SA 6. 637 2017/5/31 368, 790. 55
USD CREDIT SUISSE GUERNSEY 5. 86 2017/5/15 2, 933, 882. 10
USD DEUTSCHE BK CAP FNDG TST 5. 628 2016/1/19 2, 086, 362. 08
USD ING GROEP NV 5. 775 2015/12/8 1, 527, 735. 58
USD PRUDENTIAL PLC 7. 75 2016/6/23 2, 605, 592. 01
USD SMFG PREF CAP USD 3 9. 5 2018/7/25 1, 254, 302. 78
USD SOCIETE GENERALE 5. 922 2017/4/5 1, 996, 655. 92
USD STANDARD CHARTERED PLC 6. 409 2017/1/30 1, 056, 646. 11

通貨の略称：
EUR ─ ユーロ
GBP ─ 英ポンド
USD ─ 米ドル

13



＜補足情報＞
　当ファンド（世界ハイブリッド証券ファンド2014－07（為替ヘッジあり／限定追加型））が投資対象としている「ダ
イワ・マネーアセット・マザーファンド」の決算日（2014年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますの
で、当ファンドの決算日（2015年 7 月28日）現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンドの組入資産の内容
等を14ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　社　債

（2015年 1 月29日から2015年 7 月28日まで）
買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　額 銘　　　　　柄 金　　額

千円 千円
491 国庫短期証券  2015/5/14 1, 999, 998 
541 国庫短期証券  2015/9/28 1, 499, 998 
532 国庫短期証券  2015/8/17 1, 499, 995 
514 国庫短期証券  2015/5/25 1, 499, 968 
521 国庫短期証券  2015/6/29 1, 499, 925 
536 国庫短期証券  2015/9/7 1, 000, 000 
534 国庫短期証券  2015/8/24 999, 997 
515 国庫短期証券  2015/6/1 999, 995 
516 国庫短期証券  2015/6/8 999, 995 
503 国庫短期証券  2015/4/6 999, 990 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2015年 7 月28日現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンド（10, 077, 367千口）の内容です。
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

2015年 7 月28日現在

区　　　分 額　面　金　額 評　　価　　額 組入比率
うちBB格
以下組入
比 　　率

残存期間別組入比率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 %  %  %  % %
国債証券 6, 000, 000 5, 999, 993 59. 4 ─ ─ ─ 59. 4 
（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。  
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
2015年 7 月28日現在

区    　   分 銘   　　　  柄 年　利　率 額 面 金 額 評　価　額 償還年月日
% 千円 千円  

国債証券 532 国庫短期証券 ─ 1, 500, 000 1, 499, 998 2015/08/17 
534 国庫短期証券 ─ 1, 000, 000 999, 999 2015/08/24 
535 国庫短期証券 ─ 1, 000, 000 999, 996 2015/08/31 
536 国庫短期証券 ─ 1, 000, 000 1, 000, 000 2015/09/07 
541 国庫短期証券 ─ 1, 500, 000 1, 499, 998 2015/09/28 

合　　計 銘 柄 数 5銘柄 
金 額 6, 000, 000 5, 999, 993

（注）単位未満は切捨て。

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
http ://www.da iwa-am.co . jp/

ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

運用報告書　第 3期　（決算日　2014年12月 9日）

（計算期間　2013年12月10日～ 2014年12月 9 日）

ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの第 3期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。

主要投資対象 円建ての債券

運 用 方 法

①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保をめざして安定運用を行な
います。
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が1年未満、取得時においてＡ － 2格
相当以上の債券およびコマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株式組入制限 純資産総額の10%以下



ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
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■当期中の基準価額の推移

年　月　日
基  準  価  額 公社債

組　入
比　率騰落率

円 % %

（期 首）2013年12月 9 日 10, 013 ─ 64. 6 

12月末　 10, 013 0. 0 66. 4 

2014年 1 月末　 10, 014 0. 0 76. 5 

2 月末　 10, 014 0. 0 77. 7 

3 月末　 10, 015 0. 0 70. 6 

4 月末　 10, 015 0. 0 72. 5 

5 月末　 10, 015 0. 0 77. 2 

6 月末　 10, 016 0. 0 66. 1 

7 月末　 10, 016 0. 0 76. 4 

8 月末　 10, 017 0. 0 80. 2 

9 月末　 10, 017 0. 0 66. 3 

10月末　 10, 017 0. 0 66. 6 

11月末　 10, 017 0. 0 85. 2 

（期 末）2014年12月 9 日 10, 017 0. 0 53. 3 

（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。
（注 3） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■売買および取引の状況
公　社　債

（2013年12月10日から2014年12月 9 日まで）

買　付　額 売　付　額

国
　
内 国 債 証 券

千円 千円

21, 368, 540 ─
（ 19, 920, 000）

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。   
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

（円）
10, 020

10, 015

10, 010

10, 005

10, 000
期　首

（2013. 12. 9）
期　末

（2014. 12. 9）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10, 013円　期末：10, 017円　騰落率：0. 0%
【基準価額の主な変動要因】
利息収入により、基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について
　期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースと
する量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、2014年10月末に
は追加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層
拡大しました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場で
はおおむね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は0. 06%
台を中心に推移しました。国庫短期証券（ 3カ月物）の利回りは0. 06%
程度で始まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等を背景
に、△0. 01%程度まで低下して期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」

　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期
金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

◆ポートフォリオについて
　短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考
指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の
短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■ 1万口当りの費用の明細
項　　　　目 当　　　　期

売 買 委 託 手 数 料 ─円
有 価 証 券 取 引 税 ─
そ の 他 費 用 ─

合 　 　 　 　 計 ─

（注）費用の項目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目
の概要をご参照ください。
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（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）

当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末
区　分 銘   　　　  柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日

% 千円 千円  
国債証券 479 国庫短期証券 ─ 340, 000 339, 999 2014/12/15 

481 国庫短期証券 ─ 200, 000 199, 999 2014/12/22 
490 国庫短期証券 ─ 1, 000, 000 999, 965 2015/02/09 
492 国庫短期証券 ─ 1, 000, 000 999, 961 2015/02/16 
493 国庫短期証券 ─ 800, 000 799, 988 2015/02/23 
496 国庫短期証券 ─ 3, 000, 000 2, 999, 997 2015/03/09 

合計
銘柄数 6銘柄 

金  額 6, 340, 000 6, 339, 912 

（注）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2014年12月 9 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末

（A）資 産 11, 905, 634, 225円
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 5, 565, 721, 829  
公 　 　 社 　 　 債（評価額） 6, 339, 912, 396  

（B）負 債 ─  
（C）純  資  産  総  額 （A－B） 11, 905, 634, 225  

元 本 11, 884, 993, 463  
次 期 繰 越 損 益 金 20, 640, 762  

（D）受 益 権 総 口 数 11, 884, 993, 463口
1 万口当り基準価額（C／D） 10, 017円

＊期首における元本額は7, 555, 798, 942円、当期中における追加設定元本額は
7, 270, 665, 044円、同解約元本額は2, 941, 470, 523円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ・
グローバル高利回りＣＢファンドⅡ　為替ヘッジあり4, 998, 495円、ダイワ・グロ
ーバル高利回りＣＢファンドⅡ　為替ヘッジなし2, 499, 247円、ダイワ・グローバ
ル・ハイブリッド証券ファンドⅡ（為替ヘッジあり）999円、ダイワ／ＮＢ・米国
債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）4, 995円、ダイワ／ＮＢ・米
国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）4, 995円、世界ハイブリッ
ド証券ファンド2014-04（為替ヘッジあり／限定追加型）999円、世界ハイブリッド
証券ファンド2014-07（為替ヘッジあり／限定追加型）999円、世界ハイブリッド証
券ファンド2014-10（為替ヘッジあり／限定追加型）999円、ダイワ・オーストラリ
ア高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ48, 492, 145円、ダイワ・スイス高配
当株ツインα（毎月分配型）2, 996, 106円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド
為替ヘッジあり（毎月分配型）29, 988, 005円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファン
ド為替ヘッジなし（毎月分配型）1, 999, 201円、通貨選択型 ダイワ／ＮＢ・米国債
券戦略ファンド　日本円コース（毎月分配型）1, 002, 195円、通貨選択型 ダイワ／
ＮＢ・米国債券戦略ファンド　通貨セレクトコース（毎月分配型）3, 011, 774円、
ダイワ新興国ハイインカム・プラス－インカムチェンジ（積立型）－　7, 515, 709
円、ダイワ日本株式インデックス・ファンド（限定追加型）－シフト11－
4, 694, 526, 114円、ダイワ日本株式インデックス・ファンド（限定追加型）－シフ
ト12－　7, 087, 950, 486円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 017円です。

■投資信託財産の構成
2014年12月 9 日現在

項　　　　　　目
当　　期　　末

評　価　額 比　　率
千円 %

公 社 債 6, 339, 912 53. 3 

コ ー ル ・ローン等、その他 5, 565, 721 46. 7 

投 資 信 託 財 産 総 額 11, 905, 634 100. 0 

（注）評価額の単位未満は切捨て。  

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 　 分 額面金額 評価額
組入
比率

うち BB 格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率

5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 % % % % %

国 債証券 6, 340, 000 6, 339, 912 53. 3 ─ ─ ─ 53. 3 

（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。     
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　社　債

（2013年12月10日から2014年12月 9 日まで）
当　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　額 銘　　　　　柄 金　額

千円 千円

496 国庫短期証券  2015/3/9 2, 999, 997 
486 国庫短期証券  2014/12/3 1, 999, 974 
476 国庫短期証券  2014/12/1 1, 799, 916 
490 国庫短期証券  2015/2/9 999, 950 
492 国庫短期証券  2015/2/16 999, 945 
493 国庫短期証券  2015/2/23 799, 984 
473 国庫短期証券  2014/11/17 799, 952 
475 国庫短期証券  2014/11/25 799, 936 
454 国庫短期証券  2014/8/25 799, 922 
434 国庫短期証券  2014/6/2 799, 920 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。
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■損益の状況
当期　自2013年12月10日　至2014年12月 9 日

項　　　　　目 当　　　　　期

（A）配 当 等 収 益 2, 880, 333円
受 取 利 息 2, 880, 333  

（B）有価証券売買損益 1, 353  
売 買 益 1, 353  

（C）当 期 損 益 金（A＋B） 2, 881, 686  
（D）前期繰越損益金 9, 949, 597  
（E）解 約 差 損 益 金 △  4, 529, 477  
（F）追加信託差損益金 12, 338, 956  
（G）合　　　　　　 計（C＋D＋E＋F） 20, 640, 762  

次期繰越損益金（G） 20, 640, 762  

（注 1 ）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を
下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。 

（注 2 ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。 

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1日施行の法改正により以下の点が変更されたことに伴い、信託約款の
該当箇所の変更を行ないました。
・書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3分の 2以上の賛成を得ること」から「受益者の保有する議決
権の 3分の 2以上の賛成を得ること」に変更されました。

・投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽微なものであると
きは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。

・書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）には適用されな
くなりました。
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